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幅広い基材に付着する水性プライマ'一
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操業中に

塗り替えたい

基材が

わからない

水性で速乾の
プライマーが
ほしい

全工程を安全性の

高い製品で施工したい

お客様のこんなご要望を一挙に解決！これからは…

jXZ;:9LﾂﾞZiワア＼プライマー

　　　ハエレオ

圧倒的な密着力！
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水性でも達乾
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○

屋外のクリヤー仕上げに
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「ハェレオ」とはラテン語で「くっつく」「存続する」を意味します。

“フロアトップアクアプライマーハェレオ”は、水性二液型でありながら、一般に存在する基材に

対して優れた付着性を示すことはもとより、下地の状態に応じて添加剤を加えることにより対応で

きる幅をさらに広げました。また、多くのフロアトップ製品の上塗りを可能にした画期的な製品です。

ｌ一回ｌ一一題
（一社）日本塗料工業会登録

ホルムアルデヒド

放散等級

A03211

1.幅広い種類の下地に付着

　　強化コンクリートや表面強化材を施したコンクリートに付着するうえ、塩ﾋﾞ床タイル

　　ヘの塗装にも使用できます。添加剤の選択により適応できる下地の種類はさらに広が

　　ります｡※ワックス面は不可。

Z.塗り替えに最適

　　ほとんどの塗膜に付着するため既存塗膜の塗り替えに最適です。とくに、付着の

　　難しいウレタン系既存塗膜にも強力に付着します。

3.乾燥が速いので作業時間を短縮できます

　　コンクリート用は気温23°(で２時間後、低温5°Cでも８時間後には上塗り可能です。

4.安全性に優れています

　　水性で無鉛・危険物非該当・有機則・特化則非該当、厚生労働省指定13物質・

　　文部科学省指定６物質非含有。また、防毒マスクを使用しなくても塗装が可能゛で、

　　一般倉庫に保管できます｡※上塗りが水性塗料の場合

5.上塗りを選びません

　　水性塗料はもちろん、溶剤タイプも上塗りできます。さらに、無黄変なので屋外に

　　クリヤー仕上げが可能です。
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普通コンクリート
既設･屋内コンクリート ○

新設･外部コンクリードニ ○

強化コンクリート
カラコン ○

フエロコン ○

既設アスファルト白 ○

表面強化材（ケイ酸系戸2 ○

硬質塩ビ板 ○

Ｐタイル回 ○

磁器タイル回 ○

タイル（磁器質、せっ器質、陶器質） ○

　 　 　 　 　 ¬

ｌ

ｊ -

＿ 　 　

．

♂

－

ら ’ Ｉ ＿ ﾆ ご １ ゛
　 　 - 一 一

　 　 ＝ ＝ ｒ 〃 -

７ 　 　 ゝ －
　 　 　 　 Ｓ Ｗ

一 一 一 一

　 ‘ ｌ ♂ ｜

御影石 ○ カラートタン ○

ガラス ○ ボンデ鋼板 ○

アクリル板 × ガルバリウム鋼板 ○

コンパネ・合板 ○ スレート ○

ステンレス ○ ケイカル） ○

アルミニウム ○ ※1基材が既設アスファルトの場合、上塗リにはフロアトップ

　　#1000速乾、フロアトップアクアフォルティスをご使用

　　ください。

※2表面強化材､Ｐタイル、磁器タイルは種類があります。

　　事前の付着テストで適応できるかご確認ください

注）添加剤の種類により適応基材は異なります。

　　ドには浸透添加剤を、には防錆添加剤を加えてください。

注）床以外の特殊用途は当社にお問い合わせください。

ブリキ板 ○

鉄 ○

黒皮鋼板 ○

トタン ○
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０：硬化剤に2509゛の水を加え､よく振って乳化させます。

　※硬化剤0.2k9の場合は､100gの水を加えてくだ吉い。　　索

　注)水を混合した硬化剤は反応が進むため

　保管はできません｡すぐにご使用ください。

　　　　　聊と剤　　　　　　　硬化剤
ｅ：し化した硬化剤を　　

]ｊ

　主剤に加えます。

　　　　万万

こ

才

　30回以上よく振ります。　　　　　　　　　○+ｅ

Ｏ：添加剤を加える場合は､０の後で再度フタを開けて添加剤を入れ、

　フタをしてから容器を逆さまにして、よく振ってください。

　防錆添加剤は粘度が高いため、ヘラ等で容器から全量取り出して

　混合してください。

水性アクリル

フロアトップ＃1000速乾 ○゛ ○

フロアトップ＃1400 ○゛2 ○

フロアトップアクアW＃5000E ○゛2 ○

溶剤アクリル フロアトップ＃5000 ○※2 ○

水性エポキシ
水性アトムエポクリーン ○ ○

フロアトップアクアエポ21 ○ ○

溶剤エポキシ フロアトップ＃8500 ○ ○

溶剤エポキシウレタン フロアトップ＃8500速乾 ○ ○

無溶剤エポキシ

フロアトップ＃8000 ○ ○

フロアトップ＃8000耐熱 ○ ○

フロアトップエポワン ○ ○

クイックアンダー ○ ○

水性ウレタン
アクアクリーンＵ ○ ○

フロアトップアクアフォルティス ○ ○

溶剤ウレタン

フロアトップ＃6000 ０１２ ○

フロアトップ＃7000 ○ ○

フロアトップマークレス ○ ○ ●蓮台lijlill溌 ｓｓｉｉＪｉ･--皿Ｊ●●【ｌｌｓ・二大4iJ4㎜ ㎜

無溶剤ウレタン フロアトップＵ－１００Ｎ ＥＯ ○ ○
施工温度 yC 15°C 2yC 35で

※1フロアトップアクアW＃5000ご使用の際は、プライマー乾燥後、当日中に施工してください。

※2既存塗膜が一液型の場合は、溶剤系塗料を上塗りすると塗装時にチヂミが発生する場合が

　　あります。上塗りには水性塗料または無溶剤系塗料をご使用ください。

注)ＭＭＡ、ビニルエステル､ＦＲＰ等、表面にワックスが存在する塗膜には塗装できません。

上塗り可能時間 ８時間 ４時間 ２時間 １時間

可使時間 ４時間 ２時間 １時間 0.5時間

※1フロアトップアクアW＃5000ご使用の際は、プライマー乾燥後、当日中に施工してください。

※2既存塗膜が一液型の場合は、溶剤系塗料を上塗りすると塗装時にチヂミが発生する場合が

　　あります。上塗りには水性塗料または無溶剤系塗料をご使用ください。

注)ＭＭＡ、ビニルエステル､ＦＲＰ等、表面にワックスが存在する塗膜には塗装できません。

　　(成型ＦＲＰには塗装できます)

●ハエレオ5.5k9セット(主剤5k9・硬化剤0.5k9)/2.2k9セット(主剤2k9・硬化剤0.2k9)

5.5k9セット

=≒1曼透添加剤

陶
ｒ
こ

吸い込みのある基材

□適応基材：既設および屋内

　　　　　　コンクリート

2.2k9セット/20�

吸い込みのない基材

□適応基材：既存塗膜、強化コンクリート、

　　　　　　浸透性表面強化材、タイル、

　　　　　　石材、非鉄金属、メッキ、プラ

　　　　　　スチック等、吸い込みのない面

□塗布量:0.04 kg/�

□塗装面積:5.5kgセット/137�

　　　　　　2.2kgセット/55�

2.0k9(5.5k9セット用)

0.8k9(2.2k9セット用)

叫
大

□適応基材：新設および外部コンク

　　　　　　リート、スレート、ケ

　　　　　　イカル等

□塗布量:0.1 kg/�

□塗装面積:5.5kgｾｯﾄ+2.0kg / 75 �

　　　　　　2.2 kgｾｯﾄ+0.8kg / 30 �

防錆添加剤 0.8k9(2.2k9用セット用)

※5.5kgｾｯﾄ用はご用意しておりません。

0.8kg

□適応基材：鉄、黒皮鋼板、

　　　　　　メッキの剥がれ

　　　　　　た鋼板等

□塗布量:0.08 kg/�

□塗装面積:2.2kgｾｯﾄ十〇.8kg / 37 �



１．既設および屋内コンクリーﾄ面

工程 製品名 希釈剤
希釈量

(wt％)

塗布量

(k9/�)

　塗装間隔

(時間/23°(ﾆ)

１ 下地処理 施工仕様書をご参照ください。

２ プライマー
アクアプライマー

　　ハエレオ
一 - 0.10 ２以上

３ 上塗り 上塗り適正材料を参照 各種製品の仕様による

2.既存塗膜の塗り替え

工程 製品名 希釈剤
希釈量

(wt％)

塗布量

(k9/�)

　塗装間隔

(時間/23で)

１ 下地処理 施工仕様書をご参照ください。

２ プライマー
アクアプライマー

　　ハエレオ
一 一 0,04 ２以上

３ 上塗り 上塗り適正材料を参照 各種製品の仕様による

3.強化コンクリート･タイル･漫透性表面強化材･石材･非鉄金属面

工程 製品名 希釈剤
希釈量
(wt％)

塗布量

(k9/�)

　塗装間隔

(時間/23oC)

１ 下地処理 施工仕様書をご参照ください。

２ プライマー
アクアプライマー

　　ハエレオ
一 一 0.04 ２以上

３ 上塗り 上塗り適正材料を参照 各種製品の仕様による
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　無色（クリヤ

ー

）

　※防錆添加剤を添加した場合は

、

白色半透明の塗膜色になります

。

1.塗装（施工）前の注意

　〔1〕5°C未満の場合には、塗装を避けてください。

4.新設および外部コンクリーﾄ面

工程 製品名 希釈剤
希釈量

(wt％)

塗布量

(k9/�)

　塗装間隔

(時間/23°C)

１ 下地処理 施工仕様書をご参照ください。

２ プライマー

アクアプライマー

　　ハエレオ

　十浸透添加剤

- - 0.10 ２以上

３ 上塗り 上塗り適正材料を参照 各種製品の仕様による

5.鉄面

工程 製品名 希釈剤
希釈量

(wt％)

塗布量

(k9/�)

　塗装間隔

(時間/23°(ﾆ)

１ 下地処理 施工仕様書をご参照ください。

２ プライマー

アクアプライマー

　　ハエレオ

　十防錆添加剤

一 一 0.08 ２以上

３ 上塗り 上塗り適正材料を参照 各種製品の仕様による

6.既設アスファルト面

工程 製品名 希釈剤
希釈量

(wt％)

塗布量

(k9/�)

　塗装間隔

(時間/23て)

１ 下地処理 施工仕様書をご参照ください。

２ プライマー
アクアプライマー

　　ハエレオ
一 一 0.11 ２以上

３ 上塗り 上塗り適正材料を参照 各種製品の仕様による

■注意事項朧

　　　｡　3.塗装（施工）後の注意

　　　！（1）湿度の高いとき、気温の低いときは乾燥が遅れる場合があります。
　（2）降雨・降雪・高湿・高温時およびその恐れがある場合には、塗装を避け

　　　てください。

　（3）下地処理は、塗料の付着力を決定する重要な工程です。施工仕様書等を

　　　よくお読みの上、充分に注意して行ってください。下地のレイタンス、

　　　エフロレッセンス等、脆弱層は必ず取り除いてください。

　（4）下地の状況や塗り方により、塗布量が増減します。

2.塗装（施工）中の注意

（1）室内で塗装する場合は、送風機等を利用して換気を充分に行ってくださ

　　い。換気が悪いと乾燥不良や蒸気を吸込み気分が悪くなることがありま

　　すのでご注意＜ださい。

（2）下地が濡れている場合には、充分に乾燥させてから次のエ程に着手して

　　ください。

（3）プライマーの乾燥後、時間を開け過ぎると、上塗り塗料との付着力が低

　　下します。必ず同一日に上塗りしてください。

（4）塗装中は、換気をよくし、火気の取扱いは厳禁としてください。

（5）二液型塗料の計量・混合撹挫は、はかりおよび電動撹梓機を用いて行い、

　　可使時間（ポットライフ）にも充分注意して塗装してください。

（6）水を混合した硬化剤は反応が進むため保管はできません。すぐにご使用

　　＜ださい。水を混合した状態で密栓すると炭酸ガスが容器内に溜まり、

　　膨張し内容物の噴出などの事故につながりますのでご注意ください。

　　小分けする場合は、必ず必要量のみを測ってから水を混合してご使用く

　　ださい。

（7）可使時間を超えた材料の使用は物性を著し＜低下させますので、使用し

　　ないでください。

（8）小分けする場合は、必ず小分けする前に充分に撹件し、均一にしてから

　　行ってください。

（9）周辺での火気、スパーク、高温物は使用しないでください。

（10）静電気対策のため、使用する装置等は接地し、電気機器類は防爆型（安

　　全増型）を使用してください。

（11）タンク内部の密閉場所で作業する場合には、密閉場所、特に底部まで充

　　分に換気出来る装置を取り付けてください。

（12）常に乾燥状態を確認してから次の工程に入ってください。

（13）クリヤー仕様を行う場合、塗装状況や下地によってはムラになる場合が

　　あります。

（14）吸い込みがない面への塗装の場合、短毛ローラーで塗布してください。

　　厚＜塗布すると乾燥の遅れや塗料のヨリが起こります。
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　（2）乾燥状態を確認してから次のエ程に入ってください。

　（3）塗装用具等を洗浄した水等を、河川や湖沼へ流したりしないようご注意

　　　ください。
　（4）直射日光が当たり高温となる場所や、凍結する恐れのある場所を避けて

　　　保管してください。
　（5）空の硬化剤容器は穴を開けておくか、フタをせずに廃棄するようにして

　　　ください。

4.塗装面別の注意
　巾新設コンクリートは最低4週間以上の養生が必要です。下地コンクリート

　　　に水分が多い場合は塗装を避けてください｡塗装前に下地面にポリシート

　　　（1�以上）を張り付け、翌日､下地面が黒＜なったり、ポリシート内面に

　　　水滴の付着がないことを確認した後塗装してください。（ケット水分計田-

　　　520で測定した場合の水分量がDモードで700以下、チャンネル4で5％以下

　　　を目安とする）
　（2）既存塗謨面の塗り替えは､既存塗膜の除去が必要かを確認し、除去しない

　　　場合は、事前に当社までご相談ください。

　（3）表面が油で汚れている場合やワックス処理されている場合は、付着性が

　　　悪くなりますので、事前に当社までご相談ください。
　（4）ワックスやシリコーン等が下地に残っている場合は、乾燥の遅れや上塗

　　　りに支障の出る事がありますので、事前に当社までご相談ください。

5.もしもの場合
　（1）皮膚に付着した場合は、多量の石けん水で洗い落とし、痛みまたは外観

　　　に変化があるときは、医師の診断を受けてください。

　（2）眼に入った場合は、多量の水で洗ったあと、また誤って飲み込んだ場合
　　　は、できるだけ早＜医師の診断を受けてください。

　（3）蒸気、ガス等を吸い込んで気分が悪くなった場合は、空気の清浄な場所

　　　で安静にし、必要に応じて医師の診断を受けてください。

6.全般的注意
　（1）製品ご使用の際には、当販促物の他、製品本体記載の庄意事項およびSDS

　　　（安全データシーﾄ）・施工仕様書をよくお読みください。

（2）塗装中、乾燥中ともに換気をよくしてください。

（3）改良等のため、①製品の中身、仕様　②販促物の内容等は将来予告なし

　　に変更する場合があります。
（4）当販促物に表示してあります塗り面積、工法はあくまでも設計上の標準

　　的な数値です。塗装の際の諸条件によって増減する場合があります。

（5）製品本体および当販促物に記載されている、定められた用途以外には使
　　用しないでください。またご使用方法等につきましてご不明な点がござ

　　いましたら、必ず使用前に当社までお問い合わせください。
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